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はじめに 


本ドキュメントは、 Express5800/MW400h(li>lT、MW と表記します）における二重化構築キットを用いたフェイ 
ルオーバクラスタ構成の構築手順を提供する目的で作成されています。 

MW では CLUSTERPRO Xを利用したディスクミラーリング型フェイルオーバクラスタ構成の構築をサポートし 
ています。この構成で運用していただ〈ことにより、障害時の運用停止時間を最小限に抑えることができます。 

フェイルオーバクラスタ構成の構築の当たっては、レ:I下のライセンスを台数分購入する必要があります。 
CLUSTERPRO X本体は MW に同栖（インストール)済みです。別途ご購入いただ〈必要はございません。 


UL 4015-206 ^ Express 5800 / MW 二重化構成構築キット 


なお、構築の際には、本書および 『Express 5800 /MW400h ューザーズガイド（ソフトウェア編）』、 
『CLUSTERPRO X 3.0 for Linux インストール&設定ガイド』も併せて参照して〈ださい。 

各資料は、装置添付のバックアップ DVD から ¥nec¥doc¥400¥manual.html を Web ブラウザ等で開〈力、、直 
接レ:>1下のファイルを参照して〈ださい。 


『Express 5800 /MW400h ューザーズガイド(ソフトウ王ア編）』 
¥nec¥doc¥400¥mw 400 h_um.pdf 

『CLUSTERPRO X 3.0 for Linux インストール & 設定ガイド』 
¥nec¥doc¥400¥clusterpro¥L3CUG_JP_01 .pdf 


- 3 - 




1. 構築を始める前(こ 


フェイルオーバクラスタ構成の構築を始める前に、次節「1 .1. フェイルオーバクラスタ構成構築の流れ」を参照 
し、設定手順を確認して〈ださい。 

次に「1.2.設定パラメータシート」を元に必要な設定項目•値を確認して〈ださい。 


フェイルスーバクラスタ構成を構築する揚合、ソ下の点にを意してくださし、。 

V " 2台の MW のハードウェア構成は同じにしてください。 

V "各種サービスの設定は、フェイルスーバクラスタ構成の構築び終了した後 I こ 
巧って<ださい 
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1. フェイルナーバクラスタ構成構築の流れ 

フェイルオーバクラスタ構成の構築はレ: I 下の順序で行って〈ださい。 


フェイルスーバクラスタ構成の構築 


V 



終了 


■ 5 - 




































































1.2. 設定 パラメー タシート 

フェイルオーバクラスタ構成の構築を始める前に、1^>1下の項目にっぃて設定内容を決定してぉぃて〈ださぃ。 


1 台目の MW サーバの情報（マスタサーバ） 

サーバ名 

X 実ホスト名の FQDN 

パブリックの IP アドレス 
(インターコネクトの IP アドレス（バックアップ）） 

X ethO または bondO の IP アドレス 

インターコネクトの IP アドレス（専用） 

X ethi または boncM の IP アドレス 

業務用ドメイン名 

X 業務用仮想ホスト名の FQDN 

業務用 Floating IP リソースの IP アドレス 

X フェイルオーバ対象の業務用 IP アドレス 

管理用 Floating IP リソースの IP アドレス 

X フェイルオーバ対象の管理用 IP アドレス 

ミラーディスク 

Xミラーパーティションサイズ +10G バイト 
レ:1上の容量を確保できるデ/ くイス 

ミラーパーティションサイズ 

X 1G バイトレ:1上 


2 台目の MW サーバの情報（スレーブサーバ） 

サーバ名 

X実ホスト名の FQDN 

パブリックの IP アドレス 
(インターコネクトの IP アドレス（バックアップ）） 

X ethO または bondO の IP アドレス 

インターコネクトの IP アドレス（専用） 

X ethi または boncM の IP アドレス 

業務用 Floating IP リソースの IP アドレス 

1 台目と同じ設定となります 

X フェイルオーバ対象の業務用 IP アドレス 

管理用 Floating IP リソースの IP アドレス 

1 台目と同じ設定となります 

X フェイルオーバ対象の管理用 IP アドレス 

ミラーディスク 

1 台目と同じ設定となります 

X ミラーパーティションサイズ +10 G バイト 
レ: 1 上の容量を確保できるデ/ くイス 

ミラーパーティションサイズ 

1 台目と同じ設定となります 

X 1G バイトレ: i 上 
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2. 設定パラ 一夕の決定 


フェイルオーバクラスタ構成の構築に必要なパラメータを決定して〈ださい。 
本書では、レ: i 下の構成でフェイルオーバクラスタ構成を構築します。 


設定シート(構築例) 


1台目の MW サーバの情報（マスタサーバ） 

サーバ名 

hostl. example.co. jp 

X 実ホスト名の FQDN 

パブリックの IP アドレス 

(インターコネクトの IP アドレス（バックアップ）） 

10.0.0. 1 / 255. 255. 255. 0 

X ethO または bondO の IP アドレス 

インターコネクトの IP アドレス（専用） 

192. 168. 0. 1 / 255. 255. 255.0 

X eth 1 または boncM の IP アドレス 

業務用ドメイン名（グループ名） 

example.COJP (フルーゾ。も： example ) 

X 業務用仮想ホスト名の FQDN 

業務用 Floating IP リソースの IP アドレス 

10.0.0.3 / 255. 255. 255. 0 

X フェイルオーバ対象の業務用 IP アドレス 

管理用 Floating IP リソースの IP アドレス 

10.0.0.4 / 255. 255. 255. 0 

X フェイルオーバ対象の管理用 IP アドレス 

ミラーディスク 

/ dev/sda 

X ミラーパーティションサイズ +10 G バ 
イトレ:1上の容量を確保できるデバイス 

ミラーパーティションサイズ 

10 G バイト 

X 16バイト)^>1上 


2台目の MW サーバの情報（スレーブサーバ） 

サーバ名 

host2. example, co. jp 

X 実ホスト名の FQDN 

パブリックの IP アドレス 

(インターコネクトの IP アドレス（バックアップ）） 

10.0.0.2 / 255. 255. 255. 0 

X eth 1 または boncM の IP アドレス 

インターコネクトの IP アドレス（専用） 

192. 168.0.2 / 255. 255. 255. 0 

X eth 1 または boncM の IP アドレス 

業務用 Floating IP リソースの IP アドレス 

1台目と同じ設定となります 

X フェイルオーバ対象の業務用 IP アドレス 

管理用 Floating IP リソースの IP アドレス 

1台目と同じ設定となります 

X フェイルオーバ対象の管理用 IP アドレス 

ミラーディスク 

1台目と同じ設定となります 

X ミラーパーティシヨンサイズ +10 G バ 
イトレ:1上の容量を確保できるデバイス 

ミラーパーティションサイズ 

1台目と同じ設定となります 

X 16バイト)^>1上 





















3. システ厶の再インス!-ール 

構築対象となる MW の状態によっては、システ厶の再インストールが必要となります。 
lil 下のような場合には、システ厶の再インストールを行って〈ださい。 

^ スタンドアロン構成、または口ードバランスクラスタ構成で構築している場合 
^ 出荷時のディスク構成から変更した場合 
^ディスク増設した場合 


ミラーディスクについて 

/ dev/sda 外の論理ディスクを使用する揚合は、2台の MW 間で同じヴイブのパ 
ック、論理ドライブを作成してください。 

ハードディスク増設やディスク分割の手順と設定は、ユーザーブガイド(ハードウェ 
ア編)の「保守•管理ソフトウェア」、「システ厶の拡張とコンフィグレーション」を 
参照して < ださし、。 


再インストールは、キーボード、ディスプレイを本装置に接続した状態で、本体添付の「バックアップ DVD 」 を本 
体装置の光ディスクドライブに挿入し、サーバの POWER スイッチを押して電源を ON にして〈ださい。しばらく 
すると、自動的にインストールを実行します。 

約30分程度でインストールが完了します。インストールが完了したら、 DVD 力 《 自動的にイジェクトされます。 
エンターキーを押下して再起動を行って〈ださい。 


30分1^>1上待っても、 DVD 力 《 イジェクトされず、 DVD へのアクセスも行われていない場合は再インストールに 
失敗している可能性があります、本体をリセットし、再度インストールを実施して〈ださい。 


バックアップ DVD から起動すると無条件にインス!-ールを実行します。 

再インス!-ールび必要でない揚合は、 DVD を挿入したドライブを本体装置 I こ接続 
したままにしないで < ださし、。 
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4. 初期導入設定 

MW をフェイルオーバクラスタ構成として初期導入設定を行って〈ださい。 

ネットワーク上のクライアント PC の Internet Explorer を介して設定を行います。ここでは 、 Internet Explorer 
7.0 の画面を使用して説明します。 

(1) 管理クライアントの Internet Explorer から1^>1下の URL に接続して〈ださい。 


http : //192.168 .250.250 : 50453/ 


(2) 初期設定画面にログインして〈ださい。 

ユーザ名、パスワード入力画面が表示されます。 

"ユーザ名 （ U )"、 "パスワード ( P )" を入力して、 [ OK ] をクリックして〈ださい。 



ユーザ名 ( U ) : root 

パスワード ( P ) :出荷時の管理者用パスワード 



システ厶管理者のパスワードは、本装置添付の『管理者用パスワード J に記載され 
ている「出荷時の管理者用パスワード」を入力してください。 
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(3) 初期設定を開始して〈ださい。 

初期設定開始画面が表示されます。 

[開始]をクリックして、初期設定を開始して〈ださい。 



(4) システ厶管理者のパスワードを設定して〈ださい。 

「システ厶管理者設定」画面が表示されます。 

"パスワード"、"パスワード再入力"に管理者のパスワードを入力して、[次へ]をクリックして〈ださい。 
パスワードの設定は必須です。 




パスワードは6夕字!^ソ上14夕字!^ソ下の半角英数夕字（半角記号を含む）を指定し 
てください。空のパスワードを設定することはできません。 

パスワードに使用可能な文字はソ下のとおりです。 

-半角英数文字 
-半角記号夕字 




システ厶管理者のアカウントは " admin " (固定）です。 

システ厶管理者のアカウントは、セットアップ完了後システ厶管理者 Management 
Console 画面で変更できます。 
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(5) ネットワーク情報を設定して〈ださい。 

「ネットワーク管理者設定」画面が表示されます。 

パブリックの IP アドレスを入力後、[次へ]をクリックして〈ださい。 

"ホスト名 (FQDN)"、"IP アドレス"、"サブネットマスゲの設定は必須です。 

"デフナルトゲートウエイ"、"プライマリネー ムサ —バ"、"セカンダリネー ムサ —バ"は、必要に応じて設定 
して〈ださい。 


■ ネットワーク設定 


システムのネットワーク基本情報を設定します。 


LANl(e 也のネットワーク、デフォルトプートウエイ、を前解巧 (DNS) サーノ \の設定をわこないます。 
1*1 のイづいているI頁目は、必須入力です。 


* ホストを (FQDN): 
*狂> アドレス： 

* サブネットマスク： 


デフオルトヴ ー トウエイ： 
ブライマリネームサーバ： 
セカンダリネームサーバ： 


四 



〇 255.255.255 0 
〇 255.255.255128 
〇 255.255 .0.0 


〇 255.255.128 0 
〇 255.0 0 0 


〇 255.128 .0.0 



〔叫 [をへ 


1台目の MW サーバの情報（マスタサーバ) 


ホスト名 （FQDN) 

: host1.example.co.jp 

IP アドレス 

: 10.0 .0.1 

サブネットマスク 

: 255.255 .255.0 


2台目の MW サーバの情報（スレーブサーバ) 


ホスト名 （FQDN) 

: host2.example.co.jp 

IP アドレス 

: 10.0 .0.2 

サブネットマスク 

: 255.255 .255.0 



ホスト名 （ FQDN ) は、セカンドレベルじ(上のドメインを持つ名前を入力してくださ 
し、。 

インターコネクト IP の設定は、初期導入設定完了後に巧います。 
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(6) サーバ構成を設定して〈ださい。 

「 MW サーバ構成設定」画面が表示されます。 

" Web サーバ 7 メールサーバのフェイルオーバクラスタ構成"を選択して、[次へ]をクリックして〈ださい。 
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(7) フェイルオーバクラスタ構成用のディスク構成を設定して〈ださい。 

「MW ディスク構成設定」画面が表示されます。 

"ミラー用ディスク"、"ミラーパーティシヨンサイズ"を指定して、饮へ]をクリックして〈ださい。 


MW ディスク巧成設定 


InterSec : VIW に関する I 頁目を設定します。 

ディスク構成の設定をおこむし、ます。 

システム 構成： Web サーノ S メールサー J 诚 フェイルオーノ けラスタ 構成 
ディスク構成：使用するディスクを選巧してください。 

1 GByte 


ぶ •フュイルスーバクラスタ巧巧を巧萬する视器は、同じ設定にしてください。 

み フ1イルオー J V クラスタ巧ぶ I こは、別途 f 二重化巧ぶ巧塞キット J 13 ブシヨンびぶ、をです。 

'.み 『二重化巧ぶ巧萬キット<113ブシヨンは、巧巧設定完了巧 Management Console 画面からインストールしてください。 





る 慨定イ く ーテイシヨン） 




1台目の MW サーバの情報（マスタサーバ） 

ミラー用ディスク ： /dev/sda7 

ミラーパーティションサイズ： 10 


2台目の MW サーバの情報（スレーブサーバ) 

ミラー用ディスク ： /dev/sda7 

ミラーパーティションサイズ： 10 



2台の MW (マスタサーバ、スレーブサーバ）は、必ず同じミラー用ディスク、ミラ 
ーパーティシヨンサイブを設定してください。 
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(8) 入力した初期設定内容を確認して〈ださい。 

「初期設定内容確認」画面が表示されます。 

(4) 〜 （7) で入力した内容が表示されていることを確認して、饮へ]をクリックして〈ださい。 
ただし、管理者のパスワードは、アスタリスク‘*’のみで表示されます。 

初期設定された各項目は、次回システ厶起動時に反映されます。 

入力内容を修正する場合は、[前へ]をクリックして修正項目の画面を表示して〈ださい。 

1台目の MW サーバの情報（マスタサーバ） 


2台目の MW サーバの情報（スレーブサーバ) 


■初期設を内容隹置 


巧巧設定の内容を確記してくださ U 


W 下の設ミでよろしければ、防ぺポタンをクリックしてください。設定をわこなしホす。 
か止]ボタンをクリックすると、巧觸ミミを中止しシステムをシャツトさ‘ウンします。 


■システム管理者設定 

f 、 


昔巧をを： 

adimn 


バスワード： 

♦ 


■ネットワーク i 綻 



ホストを ( FQDN ): 



IP アドレス： 

10.0 .0.1 


ヴブネットマスク： 

255.255255.0 


デフォ J レトヴート〇エイ： 

未設ち 


ブライマリネームサーバ： 

未設定 


t カンダリネームクーバ： 

ホ設定 


■ In わ皮 ec / MWi をち 



システム巧ぶ： 

Web ヴー J リメールヴー J 佩つエイルわ のラスタ術が 


ミラーディスク用デパイスを： 

/ dev/sda 


2ラーサイズ： 

心 10 GByte , 



巧 


P 3 [[みへ 了 


初期設を内容度置 


巧巧設定の内容をお記してくださ U 

W 下の設定でよろしければ、かへ]ポタンをクリックしてください。設ミぞわこむしホす。 
か山ポタンをクリックすると、巧觸ミミを中止しシステムをシャツトダウンします。 


■システム管理を設定 
管理#る： 

バスワード： 

■ネットワーク設ミ 
ホストる ( FQDN ): 

IP アドレス： 

サブネットマスク： 

デフォ J レトヴート〇ユイ： 
ブライマリネームサーバ： 

たカンタリネームサーバ： 

■ In わ技が/ MWi さち 
システム巧ぶ： 

ミラーディスク用デバイスる: 



admin 


10 . 0 . 0.2 
255.255 .255.0 
モ試ち 
ホ試ち 
ホ設定 

We 的 ■叫 化< ールヴー J y のフェイル オー J 巧ラスタ巧ぶ 
/ dev/sda 


ミラーヴイズ: 

四 



ぉ へり 


(9) システ厶を再起動して〈ださい。 

「システ厶再起動」画面が表示されます。 

続けてシステ厶を起動する場合は、[システ厶を再起動する]をクリックして〈ださい。 
—旦システ厶を停止する場合は[システムを停止する]をクリックして〈ださい。 
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5. ネットワーク設定 

MW の初期導入設定が完了してシステ厶を再起動した後、インターコネクト用のネットワーク設定を行って〈だ 
さい。 

この設定は、マスタヴーパ'、スレーブサーバの双方で必ず巧ってくださし、。 

(1) クライアント PC からシステ厶管理者 Management Console にログインして〈ださい。 


1台目の MW サーバの情報（マスタサーバ) 

/ 

https : //hostl.example.co.ip : 50453/ 


2台目の MW サーバの情報（スレーブサーバ) 

https : //host2.example.co.Jp : 50453/ 



URL に各ホスト名を指定する揚合は、クライアント PC 側でホスト名の名前解決びで 
きることび必要です。名前解決できない場合は、初期導入設定で指定した IP アドレ 
スで接続して < ださし、。 
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(2) 「システ厶 > ネットワーク > インタフエース」画面を開いて〈ださい0 


Express 5800 /MW400h Management Console 
Host: hosti.exam 



システム 


システム 


r ヘルブ 1 


システム犬態 


システム I 话ま辰 


cpu / y モリほ用が;'足 
ブロ它ス実行げ;'足 


ディスク使用が;'兄 


ネットワーク巧続が;'兄 
ネットワーク i きが 


ファイル其ち巧病が;'兄 


巧みサーバを巧 
HESiJ 巧 


1 システム設定 


ロヴ管巧 


時刻設定 


t キュ U テイ 


ファイルアツブロード 

SSLiPg まを巧 
フェイル3■ーバ 



1システム停止/再起動 


システムの停止 


システムの再起か 


I システム起新設定 


1システム保守 


な守アカウント設定 I 


I 博韻採取 


システムを まを 

好; みス。 

ドパ个ソ巧が 
W 江けーパ 
パールけーバ 
サーピス 
バッケージ 
システム 


巧软サーバち巧 
HESd 巧 


ネットワーク設定 


システム > ネットワーク 


r 戻る 心け1 


基本設定 


ホストを： 

IPv 4 ネットワーク 


ho St 1. example. co.Jp 


デフォルトヴートウエイ： [10.0.0.254 


プートウてィデバィス： 臣 化〇 V ] 

IPv 6 ネットワーク 

IPv 6 ネットワーク： 〇 使用する®使用しない 

デフォルト ヴー トウ エイ： 

7■フォルト了ノ、イス： lethO v | 

ネ-ムサ-バ S 

ブライブ J ネームサーバ： 

セカンダリネームサーバ： 


国 


，トワーク設定 


インタフェース ^ 


ルーザインク 


Nt ： LCopyright ( C ) XEC Corporation 2000 -201 1 
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(3) インターコネクト用のインタフエース ( eth 1 または boncM ) 編集画面を開いて〈ださい。 
" eth 1" の[編集]ボタンをクリックして〈ださい。 



(4) インターコネクト用のインタフエース ( eth 1 または boncM ) を編集して〈ださい。 
必要項目を入力後、[設定]ボタンをクリックして〈ださい。 


ソ乂てム： > ネットソーク > 叫 J をつ 1 一人 > 去扁集 r 民な 1 £>ル ブ 1 



1台目の MW サーバの情報（マスタサーバ) 


0 S 起動時の状態 

:起動する 

IPv 4 アドレス 

: 192.168 .0.1 

サブネットマスク 

: 255.255 .255.0 

ブロードキヤストアドレス 

: 192.168 .0.255 


2台目の MW サーバの情報（スレーブサーバ) 


OS 起動時の状態 

:起動する 

IPv 4 アドレス 

: 192.168 .0.2 

サブネットマスク 

: 255.255 .255.0 

ブロードキヤストアドレス 

: 192.168 .0.255 
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(5) インターコネクト用インタフェースの起動確認を行って〈ださい。 

「インタフエース」画面でインターコネクト用インタフエースの[起動]をクリックして〈ださい。 



インターコネクト用インタフエースの"現在の状態"が r 起動中」になっていることを確認して〈ださい。 
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6. 二重化構築夺ットのインス!-ール 

MW を再起動してパブリック IP 、 インターコネクト IP が起動されていることを確認した後、二重化構築キットのイ 
ンストールを行って〈ださい。 

^ r この設定は、マスタヴーパ'、スレーブサーバの双方で必ず巧ってくださし、。 


(1) 「システ厶 > ライセンス管理」画面を開いて〈ださい。 
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(2) 『二重化構成構築キット』をインストールして〈ださい。 


『二重化構成構築キット』の[インストール]をクリックして〈ださし、。 

ライ iz ' ノス管巧西面 


システム > ライたンス管埋 展る 1 じ >ルブ1 


ライ ir ノス管理 


ライセンス装品を 巧態 

挂巧 

全;^ール保をライたンス |<ン ストールされていません’ 

I インストール 1 アンインストール 


DNS DHCP 強化オブシヨン|^^ストールされてし、ません 

じ- jih ■-II, J ^ J ンインストール 


二重化構成構誤キット ストールされて L 、ません， 

(1^ ンストールンインストール 


『二重化構成構築キット』のライセンス番号を入力後、[認証送信]をクリックして〈ださい。 



1台目の MW サーバの情報（マスタサーバ） 

二重化構成構築キットのライセンス認証番号： 


2台目の MW サーバの情報（スレーブサーバ） 

二重化構成構築キットのライセンス認証番号： 
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インストールが完了したメッセージが表示された後、[戻る]をクリックして〈ださい。 




認証番号は、英数乂夕字、ルタ字にミ主意してお手元のライセンスシートから正確に入 
力してください。認証番号び正しくない揚合は、下のメッセージび表示されますの 
で、[戻る]をク IJ ックして再度入力して<ださし、。 



インストールが完了したメッセージが表示された後、頃る]をクリックして 

『二重化構成構築キット』の状態が r インストール済み」と表示されていることを確認して〈ださい。 



(3) システ厶を再起動して〈ださい。 


M 移行のクラスタ設定を巧うためじ、必ずマスタヴーパ'、スレーブサーバのシステ厶再 

起動を巧って < ださし、。 
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7. クラスタスクリプトの編集 


MW カクェイルオーバする時に、起動および停止するサービスを設定します。 

この設定は、お客様がご利用になる MW の運用サービスに合わせて行って〈ださい。 

^ この設定は、マスタヴーバのみで巧ってくださし、。 


フェイルスーノ\'クラスタ構成では、機能毎にフェイルスーノ\'される項目とされない 
項目びあります。フェイルブーバされない項目に関しては、各サーバで設定してく 
ださい。なお、 ManagementConsole で操作巧能な項目でソ下にない揚合は、フェイ 
ルブーバされない項目です。 

• フェイルブーバされる項目 

ドメイン追加情報 
ユーヴアカウント 

サービスーメー J レサー /\'(sendmail / popd / imapd / webmail - httpd ) 
サービスー Web サーバ ( httpd ) 

Management Console 
システ厶一管理をパスワード 

• フェイルブーバされない項目 
ネット ワーク 
セキュ IJ ティ 
サービスの 起動終了 
サービスーネー厶ヴーノ \'( named ) 

サービス ー DHCP サーノ \'( dhcpd ) 

サービスーファイル転送 ( vsftpd ) 

サービスー UNIX ファイル巧有 ( nfsd ) 

サービスー Windows ファイル共有 ( smbd ) 

サービス ー時刻調整 ( ntpd ) 

サービスーネットワーク管理エージェント ( snmpd ) 

サービスーサーバ管理エージ ェン ト ( wbmcmsvd ) 

サービスー IJ モートシェル ( sshd ) 

サービス ー IJ モート□グイン ( telnetd ) 

サービス ー サービス 監視 ( chksvc ) 
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7.1. startsh の編集 


start.sh It . MW が稼動系に移行する時に実行されるスクリプトファイルです。 
MW が稼動系に移行する時に起動するサービスを登録します。 

この操作は、 MW に直接ログインし、スクリプロアイルを直接編集して〈ださい。 


編集対象ファイル： 

* 

/ opt/nec/wbmc/adm/system/cluster/fcluster/c 丄 usterconr/scripts/Fai 丄 over1/exec/start, sh 



/ opt/nec/wbmc/adm/system/cluster/rciuster/clusterconf/scripts/Failover1/exec/ 

ディレクト u 配下のすべてのファイルは、クラスタ生成ファイルとしてスレーブサーバ 
への配巧巧象として使用されます。 

sta け. sh ファイルのバックアップファイルを同じデイレクト IJ に格納されないように 
ごを意 < ださし、。 


(1)ssh や telnet 等で MW にシステ厶管理者アカウントでリモートログイン、もし〈はコンソール画面からシ 
ステ厶管理者でログインして、レ:I下のコマンドを実行して root アカウントに変更して〈ださい。 


SU ■ 
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(2) start.sh スクリプトファイルを編集して〈ださい。 

startsh ファイルの『59〜65行目』及び『137〜143行目』の2箇所に起動するサービスを指定して〈ださ 
い。 


編集前)59〜65行目及び137〜143行目： 
( - 


冉 /etc/rc. d/init. d/sendmail start 


冉 /etc/rc. づ / init. d/popd start 


#/etc/rc. d/init. d/imapd start 


#/etc/rc. d/init. d/mail-httpd start 


#/etc/rc. d/init. d/httpd start 


/etc/rc. d/init. d/dhcpd start 


/ etc/rc. d/init. d/dhcplogpoll start 



編集後)59〜65行目及び137〜143行目： 


广 

/etc/rc. d/init. d/sendmail start 

#/etc/rc. d/init. d/popd start 

卜この行を有劾化 

( 先頭 # を削除） 

/etc/rc. d/init. d/imapd start 
/etc/rc. d/init. d/webmail-httpd start 
#/etc/rc. d/init. d/mail-httpd start 
#/etc/rc. d/init. d/httpd start 

卜この行を有劾化 
卜こ の行を追加 

( 先頭 # を削除） 

#/etc/rc. d/init. d/dhcpd start 

心この行を無劾化 

( 先頭 # を挿入） 

片 /etc/rc.d/init. d/dhcplogpoll start 

心この行を無劾化 

( 先頭 # を挿入） 


X 上記編集内容は、メ ールサーバ （ sendmail ) 、メ ールサーバ ( imapd ) 、 WEBMAIL - X サーバ 
( webmail - httpd ) サービスを起動指定した例です。 


サービス名に巧麻するサービス起動制御スク IJ プトファイルはソ下のとおりです。 


サービス名と起動スク IJ プト巧麻表 

サービス名 

サービス制御スク IJ プトファイル 

Web サーバ ( httpd ) 

/ etc / rc . d / init . d/httpd 

メールサーバ ( sendmail ) 

/ etc / rc . d / initd/sendmaii 

メールサーバ ( popd ) 

/ etc / rc . d / init . d/popd 

メールヴーバ ( imapd ) 

/ etc / rc . d / init . d/imapd 

WE 巨 MAIL-X サーノ \' ( webmail - httpd ) 

/ etc / rc . d / initd/webmai 卜 httpd 

一 tt —ノ X ' ( named ) 

/ etc / rc . d / init . d/named 

DHCP サーバ ( dhcpd ) 

/ etc / rc . d / initd/dhcpd 
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7.2. stop.sh の編集 

stop.sh は、 MW が待機系に移行する時に実行されるスクリプトファイルです。 
MW が待機をに移行する時に停止するサービスを登録します。 

この操作は、 MW に直接ログインし、スクリプロアイルを直接編集して〈ださい。 


編集対象ファイル： 

* 

/ opt/nec/wbmc/adm/system/cluster/fcluster/c 丄 usterconr/scripts/Fai 丄 over1/exec/stop, sh 



/ opt/nec/wbmc/adm/system/cluster/rciuster/clusterconf/scripts/Failover1/exec/ 

ディレクト u 配下のすべてのファイルは、クラスタ生成ファイルとしてスレーブサーバ 
への配巧巧象として使用されます。 

stop . sh ファイルのバックアップファイルを同じデイレクト IJ に格納されないよう I こ 
ごを意 < ださい。 


(3) ssh や telnet 等で MW にシステ厶管理者アカウントでリモートログイン、もし〈はコンソール画面からシ 
ステ厶管理者でログインして、レ:I下のコマンドを実行して root アカウントに変更して〈ださい。 


SU ■ 
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(4) stop.sh スクリプトファイルを編集して〈ださし、。 

stop . sh ファイルの『16〜22行目』及び『72〜78行目』の2箇所に起動するサービスを指定して〈ださい。 

編集前）16〜22行目及び78〜78行目： 


/etc/rc.d/init. d/sendmail stop 
冉 /etc/rc. d/init. d/popd stop 
片 /etc/rc. d/init. d/imapd stop 
#/etc/rc. d/init. d/mail-httpd stop 
片 /etc/rc. d/init. d/httpd stop 
/etc/rc.d/init. d/dhcpd stop 
/etc/rc.d/init. d/dhcplogpoll stop 



編集後） 16 〜 22 行目及び78〜78行目： 



/etc/rc. d/init. d/sendmail stop 
#/etc/rc. d/init. d/popd stop 

卜この行を有効化 

( 先頭 # を削除） 

/etc/rc. d/init. d/imapd stop 
/etc/rc.d/init. d/webmail-httpd stop 
#/etc/rc. d/init. d/mail-httpd stop 
#/etc/rc. d/init. d/httpd stop 

卜この行を有劾化 
卜この行を追加 

( 先頭 # を削除） 

片 /etc/rc. d/init. d/dhcpd stop 

卜この行を無効化 

( 先頭 # を挿入） 

#/etc/rc. d/init. d/dhcplogpoll stop 

卜この行を無劾化 

( 先頭 # を挿入） 


X 上記編集内容は、メールサーバ （ sendmail ) 、 メールサーバ ( imapd ) 、 WEBMAIL-X サーバ 
( webmail - httpd ) サービスを停止指定した例です。 
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8. クラスタの基本設定 
8.1. クラスタの生成 

(1) 「サービス」画面を開いて、「リモートシエル （sshd)」 と「クラスタプロ （CLUSTERPRO X)」サービスカ《「起 
動中」になっていることを確認して〈ださい。 


、マ 心' ITiJ - I 

I - I 

L - J 

ィ , ■ ^3 >ゴ1^^ パ ^ パ ■ 、の1/111レ"口 、 U J 

I 起勤 v | 

起動中 

I 再お勤 I |7 き止 I 

リモートシェル (sshd) 

停止 

停止中 


リモートログイン (telnetd) 

I 起勤 v | 

担動中 

I 再起旣 I 

四 

クラスタブロに LUSTERP 民0で 

た丄 た. ！_■+■ 

I 丈 ； t 

【な丄 I 

++. じ'—？民^* V 白 / 11 V 


(2) 「システ厶 > フェイルナーバ > クラスタ基本設定」画面を開いて〈ださい。 



巧をけーパを巧 
>HESii 巧 


1システム停止/再起動 


システムの停止 


システム起が設を 


1システム保守 


な守アカウント設定 


■ システム設定 1 

1 ロヴを巧 

J 

1 ネットワーク 1 

1 時刻記ち 

〕 

[ バックアッブん》ストア 1 

1 t キュ U ティ 

〕 一 

1 Web アクたス統計 1 

( ファイルアツブロード 

風 

1 ライ t ンス若巧 1 

^ \ LLLsiUM - E-il • 


1 シ U アルボート設定 1 

[ っ 一一 1; 


システムの巧起热 I 


'话骗採取 
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(3) 「システ厶 > フェイルナーバ > クラスタ基本設定」画面を開いて〈ださい。 

システム > クラスタ構成 原る 1 r ヘルカ 




設定シートからレ: i 下の設定値を入力して、殿定の保存]をクリックして〈ださい。 


フローテ イング IP 
WebManager 

スレー ブサーバ名 
スレー ブサーバ名 (FQDN) 

スレーブサーバ(パブリック IP) 

スレーブサーバ(インターコネクト IP) 


10.0 .0.3 
10.0 .0.4 

hos に 

host2.example.co.jp 
10 . 0 . 0.2 
192.168 .0.2 


設定が保存されるとレ:I下のメッセージが表示されます。 
[戻る]をクリックして〈ださい。 


挂作柱果适巧 


クラスおの設定をおちしました。 

クラスお動作を有効にするた肋には、嚴定のな巧とクラスを生成 悼 実行してくださ 

し、。 

_ 咬戻な _ 
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ifea 「クラスタ基本設定」一「■クラスタ生成」画面の各入力項目の用途はレ: I 下のとおりです。 


項目 

用途 

フローテイング IP 

サーバ運用用 IP アドレス 

WebManagerIP 

CLUSTERPRO の管理画面用の IP アドレス 

マスタサーバ《 

初期稼動系サーバの《前（自ホスト《を自動設定します。入力不要） 

マスタサーバ （ FQDN ) 

初期稼動系サーバの FQDN (自ホストの FQDN を自動設定します。入 
力不要） 

マスタサーバ（パブリック IP ) 

初期稼動系サーバの運用側 IP アドレス（自ホストの LAN 1 の IP アドレス 
を自動設定します。入力不要） 

マスタサーバ（インターコネクト IP ) 

初期稼動系サーバのインターコネクト側 IP アドレス（自ホストの LAN 2 
の IP アドレスを自動設定します。 bonding 設定の場合は LAN 3 の IP アド 
レスを自動設定します。入力不要） 

スレ'ーブサ'ーノく《 

初期待機系サーバの《前(ホストぶの入力が必要です） 

スレーブサーバ （ FQDN ) 

初期待機系サーバの FQDN ( FQDN の入力が必要です） 

スレーブサーバレくブリック IP ) 

初期待機系サーバの運用側 IP アドレス(待機系サーバの LAN 1 の IP ア 
ドレスの入力が必要です） 

スレーブサーバ（インターコネクト IP ) 

初期待機系サーバのインターコネクト側 IP アドレス(待機系サーバの 
LAN 3 の IP アドレスの入力が必要です。 bonding 設定の場合は LAN 3 の 
IP アドレスの入力が必要です） 


*1WebmanagerIP とフローテイング IP は異なる IP を指定してください。 

*2 パブリック IP を bonding にて設定している場合は、 別途 増設 LAN インタフェースが 必要です。 
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(4) クラスタ生成を行います。 

「シス テ厶 > フェイルオーバ > クラスタ基本設定」画面を開いて〈ださい。 
設定内容を確認し、[設定の保存とクラスタ生成]をクリックして〈ださい。 



クラスタ生成が完了するとレ: i 下のメッセージが表示されます。 


■揉作な果适巧 


クラスをを成が完了しました。 

マスをサーバ、スレーブサー y ■^をシステム再ぉ動してくださぃ。 


戻る 


(4) システ厶を再起動して〈ださい。 


^ ここでは、 マスタサーバとスレーブサーバ 双方とち再起動してくださし、。 
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8.2 .クラスタ状態の確認 


CLUSTERPROX の WebManager に接続して、クラスタ生成が正し〈行われたか確認します。 
(1) 管理クライアントの Internet Explorer から1^>1下の URL に接続して〈ださい。 


http : //10.0.0.3 : 29003/ 




WebManager をご使用いただ< ための動作環境、操作方法などIこ関しましては 
『CLUSTERPROX3.0 干〇「 Linux インス!-ール&設定ガイド J —「WebManager 
による動作確認」などをご参照<ださし、。 


WebManager への接続を実行すると、 WebManager アプリケーシヨンに関するデジタル署名の警告-セ 
キユリテイメッセージが表示されます。 

[実行]をクリックして、 WebManager アプリケーシヨンを実行して〈ださい。 


(2) WebManager 画面 （ ブラウザのタイいレ上は 「Cluster Manager 」 と表示されます）で cluster のすベ 
てのメニューアイコンが緑色になっていることを確認して〈ださし、 





WebManager 画面は、一定時間操作を巧わないと画面表示び無効化が態となります。 


その場合は、メニュー [Tool]-[Reload] 、またはアイコン 
面表示を更新して < ださい。 


回 


をク IJ ックして画 
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9. フェイルオーバの設定 


MW を再起動してパブリック IP 、 インターコネクト IP が起動されていることを確認した後、二重化構築キットのイ 
ンストールを行って〈ださい。 



この設定は、マスタサーバ、スレーブサーバの双方で必ず巧ってくださし、。 

また、「8.2.クラスタが態の確認」に従い、クラスタのが態び正常（緑色）になって 
いることを確！!してから巧って < ださし、。 


(1) 管理クライアントの Internet Explorer から1^>1下の URL に接続して〈ださい 
MW サーバ hosti に接続します。 


https : //10.0.0.3 : 50453/ 


(2) 「システ厶 > フェイルナーバ > フェイルオーバの設定」画面を開いて〈ださい。 


/ T % Ex m ' wV 4 CC Management Console 
も ♦ i ,ost—: hosti . example.co .ir> _ 

I システムを «« 



〜レス 


システム ：! 犬態 


I システム情報 ) 

I CPU 切モリほ用が;'兄 ] 

I ブロたス実巧げな ] 

I ディスク使用が;'兄 I 


システム設定 


I ロヴ管巧 ~ 


時刻設定 I 


I セキュリティ 



システム停止/再起動 


〔 


システムの f き止 


システム起勤設定 


システム保守 


巧守アカウント設定 


I ネットワーク巧続が;'兄 I 

I ネットワーク i きが I 

I ファイル其ち巧続げ;'元 I 


I _ ネットヮ-ク 

I バックアッブん1ストア 

I Web アク t ス統計 

I ライたンス若巧 

I シリアルボート記ち 


I システムのち起お） 


'店骗採取 


サービス〉 クラスターの設定 


仁クラスターの設定 


〔 クフ乂 3— 占みミ妄疋 



原る 1 r ヘルカ 
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(3) 「システ厶 > フェイルナーバ > フェイルオーバの設定」画面を開いて〈ださい。 


システム > クラスタ (7 エイルオーバ) 


展る 1 f ヘルカ 



設定シートから lil 下の設定値を入力して、[設定の保存]をクリックして〈ださい。 

host 1 : 10.0 .0.1 

hos に ： 10.0 .0.2 

ホスト名 （ FQDN ) : example . co.jp 


(4) フェイルオーバグループを hos にに移動して〈ださい。 


File View Service 1001 Help 


I。 Operation Mode 


3 囚回因间国 



に roups - Failoverl ] の Started Server 力 《 「 host 2」 に変わつていることを確認して〈ださし 、0 


，谊 cluster 

9 lH Servers 

0- Q hostl 
o- V host2 
夕蠢 Groups 

0 ■巧 Failoverl 
か 巧 ManagementGroup 
か垂 Monitors 

► Group Name; Failoverl Details 

Properties 

Value 


Comment 

execure resource 

Status ク 


Started Server C 

host2 J 

Resource Status 

exec 

Online 

fip 

Online 

md 

Online 
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(5) 管理クライアントの Internet Explorer から1^>1下の URL に接続して〈ださい。 
MW サーバ host2 に接続します。 


https : //10.0.0.3 : 50453/ 


(6) 「システ厶 > フェイルナーバ > フェイルオーバの設定」画面を開いて〈ださい。 



サービス〉 クラスターの設定 


r 戻る 1 以しス 


I - クラスターの設定 


1 クラスターを本設定 

に III フェイルオーバの i さち 、 
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(7) 「システ厶 > フェイルナーバ > フェイルオーバの設定」画面を開いて〈ださい。 


システム > クラスタ (7 エイルオーバ） 


候る 1 じ SI しブ 1 


フェイルオーハ基本設定 


全 サーノ X —覧： 



IP アドレス 

hostl 


host 2 



I フェイルオーハグルーブ： Failoverl 
(了ィスク： mnt mirror 1 

ホストを ( FQDN ) : 




設定シートから lil 下の設定値を入力して、[設定の保存]をクリックして〈ださい。 

host 1 : 10.0 .0.1 

hos に ： 10.0 .0.2 

ホスト名 （ FQDN ) : example . co.jp 


(8) フェイルオーバグループを host 1 に移動して〈ださい。 


File View Service 1001 tleip 
I。 Operation Mode ^ |p に吉 IlC^jl 留] 直 | 



に roups - Failoverl ] の Started Server 力 《 「 host 1 」に変わつていることを確認して〈ださし、。 


.赶 cluster 

f ■ Servers 
o- d hostl 

0- V host2 
? lH Groups 
o~ 55 Failoverl 
か远 ManagementGroup 
©■ • Monitors 

1 Group Name: Failoverl Details | 

Properties 

Value 


Comment 

execute resource 

Status 


Started Server f 

hostl 、 

Resource Status 

exec 

Online 

tip 

Online 

md 

Online 
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10. 業務用ドインの作成 

フェイルオーバクラスタ構成の場合、運用に使用するドメインは仮想ドメインとして作成する必要があります。作 
成された仮想ドメイン上のユーザデータはすべてミラーディスク上に格納され、フェイルオーバ対象となります。 

(1) 管理クライアントの Internet Explorer 力、ら)^>1下の URL に接続して〈ださい。 

MW サーバ host1 に接続します。 


https : //10.0.0.3 : 50453/ 


(2) 「ドメイン情報」画面を開いて〈ださい。 

次に、仮想ドメインを追加するために[追加]をクリックして〈ださい。 
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(3) 「ドメイン情報」画面を開いて〈ださい。 

業務用ドメイン名、グループ名を入力し、[設定]をクリックして〈ださい。 



トメインる : example . co.Jp 

グループ名 ： example 


ドメイン情報画面に戻り、作成したドメインが登録されていることを確認して〈ださい。 
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上でフエイルブーノ \'クラスタ構成の構築は終了です。 


MW サーバは、 example . cojp ドメインとしてサービスを運用できる状態になりました。 

各種サービスの設定は、フェイルオーバクラスタ構成の構築が終了した後に行って〈ださい。 
MW サーバの各種サービスへの接続情報はレ: I 下のとおりです。 


サービス名 

接続アドレス 

Web サーバ (httpd) 

http:// examp に .cajp/ 

メールヴーバ (sendmail) 

example.cojp 

(ポート 番号 25) 

メールヴーバ (popd) 

example.cojp 

(ポート 番号 110) 

メ ールサーノ \'(imapd) 

example.cojp 

(ポート 番号： 143) 

WE 巨 MAL-X サーノ \'(webmai1-httpd) 

http://example.co.jp: 10080/ 
https://example.cojp: 10443 / 


-38 - 











Management Console 接続に関する主なを意事項 

参システ厶管理者、ドメイン管理者、一般ユーザの Management Console にログインする場合は、業務用ドメイ 
ン名、または業務用、管理用の Floating IP アドレスを使用して接続して〈ださい。 

参ユーザの追加は、ドメイン管理者 Management Console 力、ら行って〈ださい。 

ユーザのメールアドレスは、"ユーザ名@ドメイン名"です〇 ( 例."ユーザ名 @ example . cojp " ) 

各ユーザが一般ユーザ Management Console にログインする場合のアカウント名は、 

"ユーザ名@グループ名"となります。（例."ユーザ名 @ example " ) 


• ドメイン名の変更について 

フェイルオーバクラスタ構成時では、運用中にドメイン名を変更することはできません。 

ドメイン名を変更する場合は、システ厶の再インストールを行いフェイルオーバクラスタ構成の再構築が必要 


です。 


• フェイルオーバされる項目•されない項目 

フェイルオーバクラスタ構成では、機能毎にフェイルオーバされる項目とされない項目があります。フェイルナ 
—バされない項目に関しては、各サーバで設定して〈ださい。なお、 ManagementConsole で操作可能な項目 
で jai 下にない場合は、フェイルオーバされない項目です。 


フェイルオー/《される項目 

ドメイン追加情報 


ユーザアカウント 

サー〔乂ーメールサーバ (sendmail / popd / imapd / webmail - httpd ) 

サービスー Web サーバ ( httpd ) 

Management Console 

システ厶一管理者パスワード 

フェイルナー/ くされない項目 

ネットワーク 


セキュリティ 

サービスの起動終了 

サービスーネー厶サーバ ( named ) 

サービスー DHCP サーバ ( dhcpd ) 

サービスーファイル転送 ( vsftpd ) 

サービスー UNIX ファイル共有 ( nfsd ) 

サービスー Windows ファイル共有 ( smbd ) 

サービスー時刻調整 ( ntpd ) 

サービスーネットワーク管理工ージェン Ksnmpd ) 

サービスーサーバ管理工ージェン Kwbmcmsvd ) 

サービスーリモートシェル ( sshd ) 

サービスーリモートログイン ( telnetd ) 

サービスーサービス監視 ( chksvc ) 
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